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一般会計

歳入
153億

7，304万円

地方交付税
44億5，144万円
29.0％

市税
３2億1，81７万円
２０.9％

繰入金
10億1，670万円

6.6％

交付金等
７億5,516万円
４.9％市債

１5億2，３46万円
9.9％

県支出金
9億0，18５万円
5.9％

国庫支出金
17億８，723万円
11.6％

繰越金
4億7,762万円
３.1％

その他自主財源
12億4，139万円

8.1％

９　月

定例会

　

９
月
定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
27
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
認
定
ほ
か
、
報

告
２
件
、
一
般
議
案
７
件
、
補
正
予
算
９
件
、
請
願
３
件
に
つ
い
て
審
査
、

審
議
し
ま
し
た
。
請
願
１
件
を
引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
が
、
追
加

提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
６
件
、
請
願
２
件
、
議
会
案
（
意
見
書
提
出
）
２
件

を
含
む
そ
の
他
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
11
名
の
議
員
、
決
算
総
括
質
疑
に
は
５
名
の
委
員
、

予
算
総
括
質
疑
に
は
２
名
の
委
員
が
、
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
総
計
決
算
額
は
、
歳
入
２
３

６
億
３
１
０
８
万
円
、
歳
出
２
２

９
億
２
３
２
万
円
で
、
差
引
残
額

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
７
億
６
９
０
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
１

５
３
億
７
３
０
４
万
円
で
前
年
度

対
比
２
億
１
７
１
０
万
円
（
１
・

４
％
）
減
少
、
歳
出
総
額
は
１
４

８
億
８
５
０
７
万
円
で
前
年
度
対

比
２
億
２
７
４
４
万
円
（
１･

５
％
）
減
少
と
な
り
、
差
引
残
額

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
４
億
６
８
６
０
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

公債費
10億3，978万円

7.0％

総務費
22億5,442万円
15.2％

民生費
42億6,879万円
28.7％

衛生費
9億4，199万円
6.3％

労働費
6，582万円
0.4％

農林水産業費
6億3，864万円
4.3％

商工費
5億2，528万円
3.5％

土木費
22億2，616万円
15.0％

消防費
７億0,115万円

4.7％

教育費
20億4，332万円
13.7％

一般会計

歳出
148億

8，507万円

議会費
１億7，973万円

1.2％

平成29年度

決算を認定

2
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3

～～～～～～　このように使われた市のお金　～～～～～～

　平成29年度は、平成26年度から10年間のまちづくりの指針となる長井市第五次総合計画が策定されて4年

目の年。今後のまちづくりの方向を見据えた先駆的かつストーリー性をもった政策展開が必要不可欠としなが

ら事業を推進した一年でした。長井小学校第一校舎利活用事業の施設改修工事が本格的に始まり、現在、仮

の管理棟を使用している長井小学校の管理棟建設事業も始まりました。また、『市民ひとり１スポーツを楽し

む元気なまち』の実現にむけた取り組みの一貫としてテニスコート改修工事が行われました。オリンピック・

パラリンピックホストタウン誘致準備事業も誘致活動の本格化により大幅な増額となりました。さらに、施設

の老朽化により緑が丘斎場改修工事が行われました。

使われたお金を性質別に見てみると、

　人　件　費　21億8,423万円　人事院勧告等に伴い8,405万円増加（対前年度比　以下同じ）

　物　件　費　20億8,103万円　ふるさと納税事業費の増加等により１億9,399万円増加

　補 助 費 等　19億5,516万円　ふるさと納税事業費の増加等により１億2,047万円増加

　維持補修費　₆億7,826万円　道路除雪経費の増加等により₂億1,918万円増加

　投資的経費　20億7,110万円　長井小学校第一校舎工事費、平野小学校体育館改修工事費、防災ラジオ

　　　　　　　　　　　　　　 整備事業費などの増加の一方、観光交流センター整備事業費などの皆減や

　　　　　　　　　　　　　　　あやめ公園（運動公園）整備事業費などの減額により４億７,787万円減少

一般会計

議会費

商工費

特別会計

総務費

土木費

企業会計
（水道事業会計）

民生費

消防費

財政調整基金

衛生費

教育費

地方交付税

労働費

災害復旧費

国庫支出金

農林水産業費

公債費

会計の中心とな

る社会福祉、教

育、保健衛生、

道路、学校施設

などの建設や維

持管理を行う会

計

議会運営や議会

だよりの発行な

どに使ったお金

商工振興や観光

物産の活性化な

どに使ったお金

特定の事業を行

う場合に、その

経理を一般会計

から明確に分け

るために設置す

る特別の会計

地域づくりや国

際交流、広報広

聴などに使った

お金

道路や街路、橋

の整備などに使

ったお金

水道事業の使用

料金の収益によ

り、その経費を

まかなう独立採

算を原則とする

特別の会計

子どもや高齢者、

障がい者などの

福祉に使ったお

金

消防団の運営や

防災資機材の整

備などに使った

お金

通常は決算の剰

余 金 を 積 み 立

て、財源が不足

した年度に使用

する預金のよう

なもの

保健衛生やごみ

処理などに使っ

たお金

学校や公民館施

設の運営、文化・

スポーツ振興な

どに使ったお金

地方公共団体間

の経済格差を少

なくするために

交付される地方

公共団体が自由

に使える財源の

こと

勤労者への貸付

や保証などに使

ったお金

台風や水害など

の被害の復旧に

使ったお金

特定の目的のた

めに使われる補

助金で、決めら

れた目的以外に

利用することが

出来ない財源の

こと

農産物の生産振

興や農地保全、

山村振興などに

使ったお金

これまでに市で

借り入れたお金

の返済に充てた

お金

項　　　　目 金　　　　額
（万円未満四捨五入）

備　　　　考
（円未満四捨五入）

市債残高（借入金・市が借りたお金） 132 億  637 万円 市民一人あたり 49 万 2,830 円

基金残高（積立金・市が貯金したお金）※財政調整基金他 22 億 3,119 万円 市民一人あたり 8 万 3,263 円

平成29年度末の一般会計分の市債(借入金)と基金 ※人口は、平成30年３月末人口：26,799人



( 下記以外については全会一致で可決されています )平成30年９月定例会議案等に対する賛否一覧表

※ＤＭＯ：観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同して地域全体の観光情報の収集や商品開発等を一体的に進め
　　　　　る法人のこと。Destination Management Company（デスティネーション・マネージメント・カンパニー）の略。　
※ＰＦＩ：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営・技術的能力を活用して行う手法。
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　　　　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　　　　議員氏名
議案等名

議決
結果

反
対

：賛
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

宇
津
木

正

紀

浅

野

敏

明

金

子

豊

美

内

谷

邦

彦

平
　

進

介

鈴

木

富
美
子

渡

部

秀

樹

 

今

泉

春

江

 

梅

津

善

之

 

赤

間

泰

広

小

関

秀

一

 

五
十
嵐

智

洋

蒲

生

光

男

安

部
　

隆

町

田

義

昭

 

渋

谷

佐

輔

認第₁号　　平成29年度

　　　　　　歳入歳出決算認定について
認定 13：２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

請願第１号　 種子法廃止に伴う万全の対策を求

める請願 
採択 14：０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○

議会案第₁号　種子法廃止に伴う万全の対策を求

　　　　　　める意見書の提出について

 原案
可決

14：０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○

★平成30年９月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

※ 賛否が分かれたものについて掲載しています。 

　○は賛成、●は反対、－は退席。 議長 ( 渋谷佐輔）は採決に加わらない。

　

■一般会計補正予算の概要　　補正予算第３号　補正予算総額３億7,102万円

・オリンピック・パラリンピックホストタウン誘致準備事業

　350万円　（「Number」、「Tarzan」などのスポーツ専

　門雑誌に特集記事を掲載するなどＰＲに係る経費）

・障がい福祉サービス事業所整備事業　1,104万円

　 しゃくなげ寮建設に伴う資金貸付による増額

・コンポストセンター運営事業　3,265万円　

　設備の老朽化に伴う換気扇修繕、籾殻集塵機ダクト

　部改修、除雪用ホイールローダーの更新等に係る経費

・地域連携D
※

MO設立準備会運営事業　99万円　

　周辺市町と共に地域観光の中心的役割を果たす地域

　連携ＤＭＯの設立準備委員会に係る経費　

・学校施設管理事業　609万円

　長井小学校の進入路新設工事

・調理場施設管理事業　1,370万円

　学校給食共同調理場整備Ｐ
※

ＦＩアドバイザリー

　業務、整備予定地の地質調査・現況測量の業務

　委託料

・非常備消防管理運営事業　1,248万円

　全消防団員の安全確保対策の一環として、編み

　上げ長靴を購入

4

反
対
討
論 　

　
　
　
　
　

今
泉
春
江

 

議
員

　

西
置
賜
の
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
や
、
多
く
の
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
保
育
料
第
三
子
無

料
化
の
基
準
の
改
善
（
18
歳
未

満
の
児
童
が
３
人
い
る
世
帯
を

対
象
）
に
向
け
た
取
り
組
み
を

求
め
る
。

　

宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計
で

は
、
花
作
町
に
宅
地
が
造
成
さ

れ
た
が
、
み
ず
は
の
郷
で
は
販

売
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し

て
訴
訟
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
、

県
の
担
当
部
局
か
ら
書
類
の
不

備
を
指
摘
さ
れ
、
違
反
と
さ
れ

た
書
類
が
何
件
も
あ
り
、
さ
ら

に
業
者
が
受
け
取
っ
た
手
数
料

の
10
％
を
協
会
に
寄
附
し
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
判

決
を
待
ち
整
備
、
販
売
す
べ

き
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

　
　
　
　

 

浅
野
敏
明

 

議
員

　

一
般
会
計
で
は
、
防
災
ラ

ジ
オ
整
備
事
業
な
ど
安
全
で

安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す

る
た
め
の
事
業
や
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
す
る
事

業
が
実
施
さ
れ
た
。

　

宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計

で
は
、
長
井
市
宅
地
開
発
事

業
計
画
検
討
委
員
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
花
咲
タ
ウ
ン
み

ず
は
の
郷
ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
と
し
て

８
区
画
の
宅
地
開
発
事
業
に

着
手
し
、
不
動
産
取
引
の
専

門
的
な
知
識
、
経
験
等
を
持

つ
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
依

頼
し
た
こ
と
に
よ
り
、
良
好

な
生
活
環
境
の
住
宅
地
を
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
も
本
市
へ
の
移

住
・
定
住
を
促
進
し
、
市
内

住
宅
建
築
の
需
要
拡
大
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
不
可
欠
の
事
業
で

あ
り
、
賛
成
す
る
。

平
成
29
年
度
決
算

討
論 　

本
会
議
の
採

決
の
前
に
議
題
と

な
っ
て
い
る
案
件

に
対
し
、
賛
成
・

反
対
の
意
見
を
表

明
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定



※ＧＰＳ：人工衛星からの電波を利用して、地球上の現在位置を計測するシステム。global positioning system の略。
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自
治
公
民
館
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
を
検
討

こ
れ
か
ら
も
使
え
る
施
設
と

し
て
検
討
・
議
論
し
て
い
く

自
治
公
民
館
の
水
洗
化
に

向
け
補
助
率
の
見
直
し
を

現
市
庁
舎
の
利
活
用
は

平　　進介

浅野　敏明

Ｑ
．
市
内
に
84
あ
る
自
治
公
民
館

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
の
半
数
近
く
が
単

独
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
式
と
な
っ

て
お
り
、
合
併
浄
化
槽
等
へ
の
切

替
え
が
必
要
な
状
況
で
す
。
現
行

の
施
設
整
備
補
助
制
度
で
は
３
割

の
補
助
で
す
が
、
多
額
の
工
事
費

が
か
か
る
た
め
な
か
な
か
切
替
え

が
進
み
ま
せ
ん
。
補
助
規
程
を
見

直
し
、
住
民
負
担
の
軽
減
を
図
り

推
進
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ｑ
．
国
は
、
早
急
に
公
共
施
設
等

の
全
体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期

的
な
視
点
を
も
っ
て
、
更
新
・
統

廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
る
た
め
、

個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
策

定
の
取
り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
代
替
計
画
を
含
め
て
都
市
公

園
や
市
営
住
宅
な
ど
の
９
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
学

校
給
食
共
同
調
理
場
な
ど
５
計
画
、

来
年
度
は
代
替
計
画
の
見
直
し
を

含
め
て
道
路
長
寿
命
化
計
画
な
ど

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

自
治
公
民
館
は
地
域
づ
く
り
の
両

輪
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

的
に
運
営
す
る
自
治
公
民
館
は
、

地
域
の
課
題
解
決
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
合
併
浄
化
槽
の

設
置
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
の
施
設
整
備
に
対

し
て
は
、
補
助
率
の
増
高
な
ど
の

支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
来
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

保
護
者
が
制
度
改
正
の
内
容
を
十

分
理
解
し
、
保
育
園
を
選
択
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

対
象
児
す
べ
て
入
所
希
望
し
た

場
合
、
市
全
体
の
受
け
入
れ
能
力

は
十
分
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

待
機
児
童
が
出
た
場
合
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
市
全
体
の
保
育
園
や
児
童
セ

ン
タ
ー
等
の
定
員
の
合
計
は
、
対

象
児
童
数
よ
り
も
多
い
状
況
の
た

め
、
受
け
入
れ
能
力
は
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
受
け
入
れ

人
数
を
増
や
す
場
合
は
、
保
育
士

の
配
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
育
士
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、

保
育
士
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
計
画
、
32
年
度
は
消
防
施
設
等

の
計
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
現
庁
舎
は
昭
和
33
年
に
超
一

流
の
設
計
・
施
工
業
者
に
よ
り
、

重
厚
で
近
代
的
な
庁
舎
と
し
て
建

設
さ
れ
、
平
成
26
年
に
耐
震
化
さ

れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
に
移
転
後
は
、

市
の
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
美
術

品
等
、
文
化
財
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

や
、
地
元
地
区
の
集
会
施
設
と
し

て
利
活
用
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
こ
れ
か
ら
も
使
え
る
施
設
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
必
要
と
な
る

大
規
模
改
修
や
改
装
の
費
用
、
維

持
管
理
費
を
ど
う
す
る
か
な
ど
が

課
題
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
Ｇ

※

Ｐ
Ｓ
専
用
端
末
機
を
全
除

雪
車
に
搭
載
し
、
誰
で
も
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
除
雪
車

の
出
動
や
移
動
箇
所
を
確
認
で
き

る
な
ど
、
今
後
の
除
雪
体
制
に
欠

か
せ
な
い
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
シ
ス
テ
ム
の
整
備
費
や
利
用

料
、
今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
、
費
用
対
効
果
を
確
認
し
な
が

ら
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昭和33年市庁舎完成時のイラスト 自治公民館の水洗化推進を
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般
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て
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11
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た

答　弁

答　弁



※ＳＮＳ：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネット上の交流を通して社会的ネットワーク（つながり）
　　　　　を構築できるサービスの総称。ＬＩＮＥはＳＮＳの一つで、ネット上で無料で相手と会話できるサービス。

平成 30 年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第123号〉

議
会
か
ら
の
提
言
を

反
映
さ
せ
た
計
画
に

学
校
・
家
庭
と
連
携

し
な
が
ら
検
討

新
市
庁
舎

議
会
エ
リ
ア
の
活
用
を

小
・
中
高
生
へ
の
「
ネ
ッ
ト

依
存
」
に
対
す
る
指
導
は

Ｑ
．
大
阪
北
部
地
震
で
、
通
学
路

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
る
、
痛
ま

し
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
が
、
市

内
の
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
お

け
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

結
果
と
対
応
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に

よ
り
緊
急
の
安
全
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
直
ち
に
危
険

が
あ
り
、
通
学
路
と
し
て
支
障
が

あ
る
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普

及
に
よ
り
、
近
年
ネ
ッ
ト
依
存
が

増
加
し
、
中
高
生
に
も
波
及
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
携
帯
電

話
や
ゲ
ー
ム
機
の
保
有
状
況
や
、

使
用
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
使
用
方
法
を

指
導
す
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
依
存
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
起
き
る

と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
指
導

は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

さ
ら
に
、
他
で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）
」
を
使
っ
た
い
じ
め
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
正
し
く
利
用
す
る
能
力
を

養
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

本
市
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
ス
マ
ホ
等
の
情
報
通
信
機
器

を
所
持
し
て
い
る
小
・
中
学
生
が

多
く
、
使
用
時
間
に
課
題
の
あ
る

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
を
把
握
し

て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
学
級
活

動
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
に

正
し
い
使
い
方
や
、
い
じ
め
問
題

を
含
め
た
Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
使
用
時
の
問
題

点
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
と
の
付
き
合

い
方
に
つ
い
て
家
庭
で
も
考
え
る

時
間
を
と
っ
て
も
ら
い
、
正
し
く

安
全
に
利
用
し
て
い
け
る
力
を
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こどもたちの通学路は安全ですか 教育委員会移転後の活用方法は

宇津木正紀

内谷　邦彦

Ｑ
．
新
市
庁
舎
の
議
場
は
、
市
議

会
か
ら
の
提
言
書
の
と
お
り
、
議

場
専
用
で
は
な
く
、
大
会
議
室
や

講
堂
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
用
途
に
応
じ
て
演
壇
や
質

問
席
、
椅
子
、
机
な
ど
が
ス
ム
ー

ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
、

さ
ら
に
、
議
員
控
室
は
控
室
専
用

で
は
な
く
、
会
議
室
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
新
庁
舎
の
議
会
エ
リ

ア
を
活
用
し
て
開
か
れ
た
議
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
．
議
場
東
側
に
市
街
地
が
眺
め

ら
れ
る
展
望
廊
下
を
設
置
し
、
議

場
の
演
壇
や
椅
子
、
机
は
移
動
可

能
な
構
造
と
し
、
多
目
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
議
会
の
ご
提
言
に
配

慮
し
た
計
画
に
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
室
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
、
会
議
室

と
し
て
利
用
可
能
な
机
や
椅
子
等

の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
今
年
６
月
、
菊
地
隆
知
氏
の

作
品
45
点
を
市
に
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
中
心
市
街
地
活
性

化
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
、
文
教

の
杜
と
小
桜
館
エ
リ
ア
を
「
芸
術

文
化
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
教
育
庁
舎
を
市
民
美
術
館

に
整
備
し
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た

菊
地
隆
知
氏
の
作
品
や
、
市
民
、

長
井
に
関
係
す
る
美
術
家
、
市
所

蔵
の
美
術
作
品
の
展
示
施
設
と
し

て
活
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
新
庁
舎
建
設
後
の
現
在
の
教

育
委
員
会
庁
舎
の
利
活
用
方
法
と

し
て
、
市
の
所
蔵
す
る
美
術
品
の

保
管
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
展
示
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
不
十
分
で

す
の
で
、
美
術
品
等
の
展
示
施
設

に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
も
含
め

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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結
婚
を
望
む
皆
様
の
幸
せ

を
願
っ
て
事
業
を
進
め
る

女
性
管
理
職
の
積
極
的

登
用
を
図
っ
て
い
く

婚
活
支
援
事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
は

女
性
職
員
の

管
理
職
登
用
を

鈴木富美子

五十嵐智洋

Ｑ
．
現
在
、
市
職
員
の
管
理
職
は

41
名
で
す
が
、
女
性
は
主
幹
級
２

名
だ
け
で
課
長
以
上
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
い

て
い
る
長
井
市
は
、
民
間
企
業
、

公
務
員
問
わ
ず
女
性
活
躍
が
求
め

ら
れ
て
い
る
時
代
に
逆
行
し
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、
地
方

創
生
、
市
政
全
体
に
女
性
の
経
験

や
柔
軟
な
発
想
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
男
社
会
の
考
え
を
転
換
し
て

職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
計
画
的

に
管
理
職
登
用
を
図
る
べ
き
で
す
。

Ａ
．
過
去
の
採
用
の
経
験
か
ら
、

現
在
、
管
理
職
と
な
る
べ
き
年
齢

の
女
性
職
員
が
わ
ず
か
で
す
。
今

後
、
女
性
の
割
合
が
高
ま
り
ま
す

が
、
単
に
女
性
管
理
職
を
増
や
す

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
女
性
の

視
点
を
市
政
に
活
か
し
た
い
と
自

ら
思
え
る
組
織
づ
く
り
、
人
材
育

成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
女
性
管

理
職
の
積
極
的
登
用
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
．
市
職
員
定
年
退
職
後
の
再
任

用
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
で

男
性
24
人
に
対
し
て
女
性
は
２
名

で
す
。
退
職
者
数
を
勘
案
し
て
も

女
性
再
任
用
比
率
は
男
性
の
６
分

の
１
で
不
公
平
感
が
あ
り
ま
す
。

再
任
用
制
度
は
希
望
す
る
人
を
男

女
の
別
な
く
採
用
す
べ
き
趣
旨
で

す
が
、
女
性
職
員
が
申
し
出
に
く

い
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
は
と
危
惧

し
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
退
職
し
た
女
性
職
員
の
職
種

は
、
保
育
士
、
保
健
師
、
技
士
が

多
く
、
体
力
的
、
技
術
的
に
厳
し

い
と
判
断
さ
れ
た
り
、
孫
や
親
の

世
話
な
ど
家
庭
で
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
か
っ
た
り
、
仕
事
以

外
の
生
き
が
い
を
探
す
傾
向
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
女
性
職
員

の
活
躍
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

女性管理職の積極的な登用を さまざまな工夫がみられる婚活パーティー

Ｑ
．
婚
活
支
援
事
業
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
９
年
間
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
前
例
踏

襲
で
は
な
く
、
効
果
的
な
事
業
に

重
点
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
10
年
目
に
あ

た
る
今
年
に
大
き
な
成
果
を
期
待

し
ま
す
。

Ａ
．
近
年
は
、
結
婚
を
経
験
な
さ

れ
た
女
性
や
、
首
都
圏
な
ど
の
女

性
を
対
象
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
が
特

に
好
評
で
す
。
結
婚
を
望
ま
れ
る

皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
時
代

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
．
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
他
に
、

仲
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

は
ど
う
で
す
か
。
情
報
の
す
そ
野

を
広
げ
、
地
道
な
草
の
根
作
戦
で
、

情
報
を
少
し
で
も
多
く
収
集
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
ま
た
、
成
婚
後
も
、
子
育

て
支
援
、
移
住
定
住
の
支
援
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
も
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。

Ａ
．
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
個
人

面
談
や
お
見
合
い
、
婚
活
パ
ー
テ

ィ
、
研
修
会
な
ど
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
仲
人
の
方
な
ど
と
情

報
交
換
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
や
移
住
定
住
の

支
援
は
、
担
当
課
間
で
連
携
し
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
国

際
交
流
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
オ
リ
パ
ラ
を
生
か

す
た
め
に
も
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
専
門
の
係
を

設
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
オ
リ
パ
ラ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
文
化
交
流
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
な
ど
も
関
係
し
ま
す
の
で
、

当
面
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

対
応
し
、
来
年
度
以
降
は
係
な
ど

の
設
置
が
よ
い
の
か
検
討
し
ま
す
。
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エ
ア
コ
ン
等
の
早
期
完
備
、

除
雪
機
配
置
を
推
進

廃
止
前
と
同
様
の

対
応
を
行
う

エ
ア
コ
ン
と
洋
式
ト
イ
レ
、

除
雪
機
械
が
、
小
さ
な
拠
点

の
整
備
に
必
要
で
は

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

廃
止
に
伴
い
、
食
材
の

安
全
性
は

小関　秀一

金子　豊美

Ｑ
．
猛
暑
、
酷
暑
の
夏
、
エ
ア
コ

ン
と
洋
式
ト
イ
レ
は
、
児
童
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
子
育
て
関
係
の
施

設
、
各
小
学
校
、
中
学
校
に
は
設

置
さ
れ
ま
し
た
し
、
市
役
所
に
も

リ
ー
ス
で
す
が
取
り
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
度
は
小
さ
な
拠
点
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
と
い
う
の
が
「
市
民
の
想
い
」

だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
各
地
区
の
小
さ
な
拠
点
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

防
災
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
エ
ア
コ
ン
や
洋

式
ト
イ
レ
の
設
置
状
況
・
費
用
等

Ｑ
．
主
要
農
作
物
の
生
産
と
食
糧

の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
、
昭
和

27
年
に
制
定
さ
れ
た
「
主
要
農
作

物
種
子
法
」
の
目
的
と
、
日
本
に

お
け
る
品
種
開
発
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
主
要
農
作
物
（
稲
・
麦
類
・

大
豆
）
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及

を
推
進
す
る
た
め
、
国
や
県
の
役

割
を
明
記
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

法
律
を
も
と
に
、
国
や
県
の
機
関

で
主
要
農
作
物
の
新
品
種
の
開
発

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
今
年
４
月
の
突
然
の
種
子
法

廃
止
に
伴
い
、
山
形
県
の
種
子
の

に
つ
い
て
精
査
し
、
早
い
段
階
で

完
備
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
各
コ
ミ
セ
ン
に
除
雪
機
械
を

１
台
配
置
す
れ
ば
、
小
学
校
や
児

童
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
な
が
ら
、

高
齢
者
宅
の
除
雪
、
ま
た
、
冬
季

の
災
害
時
の
対
応
、
施
設
の
維
持

管
理
等
、
効
果
的
な
運
用
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
今
年
度
の
先
導
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
豊
田
地
区
公
民
館
に

市
の
除
雪
機
を
配
置
し
、
高
齢
者

宅
な
ど
の
除
雪
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
次
年
度
以
降
他
地
区
に
展
開

し
効
果
的
な
運
用
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
最
近
の
流
れ
は
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
今
後
の

方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
現
在
、
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
、

陸
上
競
技
場
、
あ
や
め
公
園
運
動

広
場
、
長
井
Ｔ
Ｂ
Ｃ
球
場
（
市
野

球
場
）
、
あ
や
め
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
市
武
道
館
等
に
、
平
成
31
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
べ
く
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

生
産
に
関
す
る
対
応
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
県
で
は
種
子
法
廃
止
に
合
わ

せ
て
、
「
山
形
県
主
要
農
作
物
優

良
種
子
制
度
基
本
要
領
」
を
定
め

て
、
廃
止
前
と
同
様
の
開
発
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
種
子
法
廃
止
に
伴
い
、
今
後

遺
伝
子
組
み
換
え
の
食
品
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
や
長
井
病
院
に
お
い

て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
材
の
使

用
が
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。

Ａ
．
食
材
は
国
内
産
を
基
本
と
し

て
お
り
、
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
今
後
10
年
間
の
概
算
事
業
費

１
４
１
億
円
に
も
及
ぶ
公
共
施
設

整
備
計
画
の
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

事
業
費
に
変
更
は
な
い
の
で
す
か
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
心
配
す
る

将
来
の
財
政
負
担
、
維
持
費
に
対

し
て
の
「
公
共
施
設
白
書
」
の
策

定
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
担
当
部
署
等
、

今
後
の
策
定
計
画
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
学
校
給
食
調
理
場
を
前
期
５

年
の
前
倒
し
で
整
備
し
、
公
共
複

合
施
設
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間
活

力
の
整
備
手
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
事
業
費
は
精
査
し
、
白
書
の

担
当
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

安全な食料の確保を コミセンにエアコン、洋式トイレの早期設置を
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事故が多い谷地橋西側交差点新市庁舎建設予定地

議
場
が
南
側
か
北
側
の

２
案
を
提
示
し
て
い
る

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え

今
後
検
討

子
ど
も
の
土
日
祝
日
預
か
り
、

障
が
い
児
の
夜
間
預
か
り
の

制
度
化
を

市
庁
舎
基
本
設
計
は
１
案

だ
け
で
、
市
民
、
議
会
の

声
を
反
映
し
て
い
な
い 今泉　春江

赤間　泰広

Ｑ
．
先
頃
、
子
育
て
し
て
い
る
方

か
ら
「
子
ど
も
の
土
日
祝
日
の
預

か
り
を
市
と
し
て
制
度
化
で
き
な

い
か
、
さ
ら
に
は
、
障
が
い
児
の

夜
間
保
育
、
預
か
り
も
制
度
化
で

き
な
い
か
」
と
、
ご
相
談
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
と
し
て
の
見
解

を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
子
ど
も
の
土
日
祝
日
の
預
か

り
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
の

夜
間
保
育
・
預
か
り
は
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
現
行
制
度

の
ご
利
用
が
で
き
な
い
か
担
当
課

Ｑ
．
新
市
庁
舎
の
基
本
設
計
が
議

会
に
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
長
が

議
会
で
答
弁
さ
れ
た
も
の
と
は
大

き
く
違
い
、
駅
南
の
細
長
い
敷
地

に
長
さ
１
６
７
・
６
ｍ
の
Ｉ
型
の

三
階
建
て
１
案
だ
け
の
提
案
で
す
。

現
市
庁
舎
の
３
倍
も
あ
り
長
す
ぎ

て
不
便
で
す
。
市
長
は
「
二
階
建

て
以
上
は
近
隣
に
圧
迫
感
を
与
え

る
の
で
避
け
る
。
議
会
と
市
民
の

声
を
最
大
に
反
映
し
た
も
の
と
し
、

２
案
ほ
ど
提
案
し
た
い
」
と
約
束

し
ま
し
た
。
市
長
は
議
事
録
を
確

認
し
、
提
案
の
あ
っ
た
グ
ン
ゼ
敷

地
に
建
設
す
る
案
を
示
す
べ
き
で

に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
市
と
し
て

の
制
度
化
に
つ
い
て
は
利
用
状
況

等
を
踏
ま
え
今
後
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
公
明
党
で
は
、
今
年
の
６
月

か
ら
１
０
０
万
人
訪
問
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
に
「
谷
地
橋
西
側
交
差
点
（
通

学
路
）
に
ど
う
し
て
信
号
機
が
設

置
さ
れ
な
い
の
か
」
と
あ
り
ま
し

た
。
私
は
、
朝
１
時
間
ほ
ど
、
あ

い
さ
つ
運
動
と
見
守
り
隊
に
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
金
曜
日
に
は
何

と
も
な
か
っ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

月
曜
日
に
は
傷
が
付
い
て
い
た
り
、

昨
日
ま
で
き
れ
い
だ
っ
た
道
路
に

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
破
片
が
散
乱
し

て
い
た
り
す
る
な
ど
、
交
通
事
故

多
発
地
点
で
す
。
ぜ
ひ
、
市
と
し

て
も
教
育
委
員
会
と
し
て
も
県
に

強
力
に
要
望
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
当
該
交
差
点
の
信
号
機
設
置

要
望
は
、
県
の
公
安
委
員
会
に
上

申
さ
れ
ま
し
た
が
、
信
号
機
設
置

基
準
に
満
た
ず
却
下
さ
れ
た
経
過

が
あ
り
、
信
号
機
の
設
置
は
難
し

い
状
況
で
す
。
な
お
、
交
通
指
導

員
の
配
置
や
警
戒
標
識
等
の
設
置

及
び
路
面
標
示
な
ど
交
通
安
全
対

策
を
講
じ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
市
庁
舎
の
建
設
は
長
井
市
発

展
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
こ
の

案
は
市
民
と
議
会
の
声
を
反
映
し

て
お
ら
ず
、
議
会
軽
視
で
あ
り
賛

成
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
．
基
本
設
計
案
は
三
階
の
議
場

が
南
側
か
北
側
の
２
案
を
提
示
し

て
い
ま
す
。
二
階
以
上
は
建
設
し

な
い
ほ
う
が
い
い
と
は
発
言
し
て

い
ま
せ
ん
し
、
ま
だ
建
設
地
が
可

決
し
て
な
い
中
で
、
周
辺
住
民
に

不
要
な
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
低

層
の
市
庁
舎
と
い
う
こ
と
を
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
敷
地

の
可
決
後
、
栄
町
で
説
明
会
を
行

い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
特
に
影

響
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
第
三
子
保
育
料
無
料
化
の
三

子
と
数
え
る
兄
弟
の
範
囲
を
、
小

学
校
三
年
ま
で
で
な
く
、
直
ち
に

他
の
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
18
歳

ま
で
と
す
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

Ａ
．
本
市
で
は
、
「
日
本
一
幸
せ

に
子
育
て
で
き
る
ま
ち
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
保
育
料
に
つ
い
て

は
所
得
に
応
じ
て
設
定
し
て
お
り
、

国
の
基
準
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

提
案
は
財
政
負
担
が
伴
い
慎
重
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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県
と
連
携
し
対
策
を
実
施

高
温
渇
水
時
の

農
業
用
水
確
保
対
策
は

梅津　善之

Ｑ
．
今
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
、

本
市
で
も
何
日
か
雨
が
降
ら
な
い

日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、

特
に
白
川
水
系
で
は
、
水
田
へ
の

用
水
が
末
端
ま
で
行
き
渡
ら
な
い

状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
で
の

農
作
物
へ
の
被
害
状
況
と
今
後
の

対
策
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
収
穫
量
の
減
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
県
で
発
動
し
た
対
策
と
連

携
し
、
応
急
対
策
や
、
恒
久
対
策

と
し
て
実
施
し
た
農
業
用
水
確
保

事
業
や
、
資
材
の
購
入
な
ど
の
園

芸
作
物
等
高
温
対
策
事
業
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
年
は
、
ダ
ム
湖
の
水
不
足

に
よ
り
三
淵
渓
谷
の
ボ
ー
ト
遊
覧

が
中
止
、
ま
た
、
平
野
小
学
校
の

プ
ー
ル
で
渇
水
に
よ
り
地
下
水
を

使
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
水
の
ま
ち
長
井
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
絶
好
の
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
再
検
討
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
ボ
ー
ト
事
業
は
、
や
む
を
得

ず
運
休
し
ま
し
た
。
今
後
、
ダ
ム

周
辺
で
の
代
替
え
と
な
る
対
策
を

検
討
し
ま
す
。
渇
水
時
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
も
構
築
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
大
型
公
共
事
業
を

控
え
る
中
、
職
員
一
人
一
人
の
発

想
や
意
見
を
吸
い
上
げ
、
職
員
の

力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
市
役
所

全
体
が
一
体
感
を
持
っ
て
事
業
を

進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
一
人
一
人
が
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
体
制
を

つ
く
り
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限

引
き
出
し
な
が
ら
、
連
携
を
と
っ

て
長
井
市
の
発
展
と
市
民
の
福
祉

向
上
に
努
め
ま
す
。

渇水した長井ダム湖
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新
居
浜
市
は
、
公
共
施
設
の

更
新
時
期
が
今
後
集
中
し
て
到

来
す
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

を
良
質
な
資
産
と
し
て
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぎ
、
次
世
代
の
財

政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
「
公

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
報
告

平
成
30
年
７
月
３
日
～

５
日

共
施
設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
公
共
施
設
を
市
民
全
体
の

資
産
・
財
産
と
し
て
捉
え
、
管

理
や
運
用
等
の
行
政
経
営
を
長

期
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
も
の

で
す
。

　

長
井
市
も
公
共
施
設
の
大
半

が
築
30
年
以
上
で
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、
事

後
保
全
か
ら
予
防
保
全
に
切
り

替
え
る
と
と
も
に
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
、
更
新

時
期
と
予
算
の
平
準
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
県
小
松
島
市

  

小
松
島
市
は
多
く
の
議
会
改

革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

５
月
１
日
か
ら
翌
年
の
４
月
30

日
ま
で
の
会
期
で
通
年
会
期
制

に
よ
る
議
会
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
通
年
議
会
は
、
休
会
中

の
委
員
会
開
催
や
災
害
等
の
案

件
に
速
や
か
に
対
応
で
き
、
招

集
期
間
の
短
縮
が
図
れ
る
も
の

の
、
大
き
な
効
果
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
決
算
審

査
に
あ
た
り
事
務
事
業
評
価
シ

ー
ト
を
作
成
し
議
会
と
し
て
評

価
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
議

員
個
々
の
見
解
が
分
か
れ
る
事

業
も
あ
り
、
評
価
を
統
一
す
る

難
し
い
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ほ
か
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
で
は
、
議
会
側
の
求
め
に

応
じ
、
説
明
資
料
を
全
て
デ
ー

タ
化
す
る
手
間
等
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
過
去
の
資
料
を
探

す
困
難
さ
や
会
議
等
で
配
布
さ

れ
る
膨
大
な
説
明
資
料
作
成
を

考
慮
す
る
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
と
資
料
の
デ
ー
タ
化
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平成 30 年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第123号〉
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県
内
一
の
収
納
業
務
は

高
い
評
価
に
値
す
る
も
の

宇
津
木
正
紀
委
員　

道
の
駅
の
入

場
者
と
売
り
上
げ
が
前
年
比
で

15
％
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
運
営

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
若

手
の
出
品
者
や
道
の
駅
の
運
営
を

熟
知
し
て
い
る
プ
ロ
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
道
の
駅
や
菜
な
ポ
ー
ト

の
職
員
、
若
手
の
市
職
員
な
ど
少

人
数
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
的

な
検
討
委
員
会
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

市
長　

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
検
討

委
員
会
は
、
意
義
あ
る
検
討
委
員

会
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
指
定
管

理
の
責
任
者
で
あ
る
駅
長
と
協
議

を
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

委
員　

の
が
わ
ク
ラ
ブ
で
管
理
運

営
し
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、

女
性
の
利
用
者
か
ら
ト
イ
レ
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て

道
の
駅
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

検
討
委
員
会
を
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浅
野
敏
明
委
員　

本
市
の
生
活
排

水
処
理
施
設
（
公
共
下
水
道
や
合

併
浄
化
槽
等
）
の
普
及
率
は
、
県

内
13
市
の
う
ち
10
番
目
の
84
・
２

％
で
す
。
水
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、

水
洗
化
率
１
０
０
％
を
め
ざ
し
、

未
加
入
世
帯
に
対
し
意
向
調
査
を

行
い
、
普
及
促
進
の
施
策
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
含
め
、

水
洗
化
率
を
上
げ
て
い
く
た
め
の

施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

委
員　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
主
に
す
る
旅

行
観
光
で
、
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

「
長
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
や
「
高

校
駅
伝
競
走
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
と
周
辺
観
光
を
組

み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
を
「
長
井

観
光
局
」
の
事
業
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長　

今
後
、
広
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

観
光
局
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
と

観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
企
画
商
品

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。山形県高校駅伝競走大会

内
谷
邦
彦
委
員　

さ
ま
ざ
ま
な
理

由
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
納
税

期
限
が
過
ぎ
、
３
段
階
の
手
順
に

よ
る
催
促
を
し
て
も
納
税
さ
れ
な

い
方
は
何
名
い
る
の
で
す
か
。

会
計
管
理
者　

平
成
27
年
度
が

７
５
４
名
、28
年
度
が
６
２
７
名
、

29
年
度
が
４
０
２
名
で
す
。

委
員　

繰
り
返
し
滞
納
さ
れ
て
い

る
人
数
と
、
今
後
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

会
計
管
理
者　

１
５
５
名
お
り
、

相
談
納
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
納
付
い
た
だ
く
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

委
員　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
か
ら
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
来
場
者
を
増
や
す
に
は
、
国

道
を
走
行
し
て
い
る
車
を
呼
び
込

む
必
要
が
あ
り
、
呼
び
込
む
仕
掛

け
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
参
事　

電
柱
広
告
や
横
断
幕
、

さ
ら
に
、
の
ぼ
り
を
立
て
て
周
知

に
努
め
て
い
ま
す
。

委
員　

白
鷹
方
面
か
ら
来
る
と
イ

チ
ョ
ウ
の
木
で
看
板
が
見
え
ず
、

旗
の
色
も
く
す
ん
で
見
え
ま
す
。

改
善
で
き
な
い
の
で
す
か
。

産
業
参
事　

関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

蒲
生
光
男
委
員　

平
成
17
年
、
税

の
収
納
業
務
を
改
善
す
る
た
め
立

ち
上
げ
た
「
収
納
率
向
上
対
策
特

別
本
部
」
か
ら
早
12
年
、
こ
の
間

の
地
道
な
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、

一
般
市
税
で
も
国
保
で
も
13
市
中

ト
ッ
プ
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
収

入
未
済
額
が
13
市
平
均
の
４
分
の

１
と
少
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て

高
い
評
価
だ
と
思
い
ま
す
。
税
務

課
収
納
係
の
皆
さ
ん
を
主
に
長
年

の
努
力
に
対
し
て
高
い
評
価
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
す
。
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

委
員
の
提
案
も
あ
り
、
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
全
管
理
職

と
税
務
課
職
員
に
よ
る
訪
問
催
告

や
口
座
振
替
の
お
願
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
丸
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
確
実
に
成
果
が

あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
市
税
の
現
年
度
課
税
分
と
滞
納

繰
り
越
し
分
の
合
計
で
は
、
県
内

35
市
町
村
中
第
１
位
の
成
績
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
状
況
を
維
持
で

き
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11

水
洗
化
率
１
０
０
％
を
め
ざ
し

普
及
促
進
を
図
る
施
策
を

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の

来
場
者
を
増
や
す
仕
掛
け
を

決

算

特

別

委

員

会

総

括

質

疑
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内
谷
邦
彦
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税

事
業
で
、
寄
附
１
件
あ
た
り
の
委

託
料
は
い
く
ら
で
し
た
か
。

地
方
創
生
参
事　

平
成
27
年
度
は

１
０
８
４
円
、
28
年
度
は
１
１
５

９
円
、
29
年
度
は
１
０
２
３
円
で

す
。

委
員　

１
件
あ
た
り
１
０
０
円
の

ア
ッ
プ
は
通
常
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
見
積
書
な
ど
は
入
手
し
て
い

る
の
で
す
か
。

地
方
創
生
参
事　

見
積
も
り
は
取

っ
て
い
ま
す
が
、
公
開
は
で
き
ま

せ
ん
。

委
員　

委
託
先
で
業
務
改
善
は
行

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

地
方
創
生
参
事　

コ
ス
ト
を
下
げ

る
努
力
は
協
議
し
な
が
ら
行
っ
て

返
礼
品
の
充
実
を

検
討
す
る
ほ
う
が
大
事
で
は

予

算

特

別

委

員

会

総

括

質

疑

い
ま
す
。
も
う
少
し
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
た
ラ
ン
ク
の
仮
設
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

利
用
者
の

声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
次
年
度

の
予
算
要
求
に
反
映
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。

委
員　

現
在
納
税
額
が
減
っ
て
い

る
か
ら
掲
載
サ
イ
ト
を
増
や
す
と

の
こ
と
で
す
が
、
他
に
も
っ
と
大

き
な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
返
礼
品
の
充
実
を
検
討
す

る
ほ
う
が
大
事
で
は
な
い
で
す
か
。

地
方
創
生
参
事　

返
礼
品
の
充
実

は
、
委
託
先
、
生
産
者
と
協
議
し
、

き
ら
り
と
光
る
よ
う
な
今
ま
で
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
物
を

探
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長井市パークゴルフ場

五
十
嵐
智
洋
委
員　

フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
は
、
新
庁
舎
建
設
、
上
下
分

離
方
式
実
現
と
明
る
い
話
題
が
あ

り
ま
す
が
、
本
業
の
鉄
道
事
業
収

入
が
回
復
し
な
い
状
況
で
す
。
山

形
鉄
道
内
部
で
売
り
上
げ
増
対
策

を
検
討
し
、
支
援
組
織
、
行
政
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
す
。

市
長　

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
た
置
賜
の
広
域
観
光
や
、
長
井

長
井
駅
西
側
に
駐
車
場
が
必
要

線
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
鉄
道
運
営
の

充
実
な
ど
を
計
画
し
、
社
員
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

委
員　

新
庁
舎
建
設
に
伴
い
駅
西

側
の
整
備
が
急
務
で
す
が
、
現
在

の
工
務
部
周
辺
に
消
雪
機
能
の
あ

る
駐
車
場
を
整
備
す
べ
き
で
す
。

駅
西
か
ら
の
新
庁
舎
来
訪
者
に
使

用
い
た
だ
き
、
長
井
線
に
乗
車
し

て
赤
湯
駅
か
ら
新
幹
線
利
用
す
る

市
民
の
駐
車
場
に
位
置
付
け
れ
ば

長
井
線
売
り
上
げ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
工
務
部
機
能
は
他
の
駅
用

地
を
有
効
利
用
し
移
転
可
能
と
考

え
ま
す
。

市
長　

百
間
道
路
か
ら
新
庁
舎
ま

で
の
新
道
路
は
難
し
く
、
駅
西
か

ら
の
利
用
者
の
た
め
工
務
部
周
辺

を
整
理
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

長井駅西の工務部

赤
間
泰
広
委
員　

長
井
小
学
校
の

歩
み
を
、
第
20
代
校
長
佐
藤
格
氏

の
記
念
誌
よ
り
引
用
し
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、『
昭
和
７
年
に
１

万
５
千
坪
の
土
地
を
求
め
、
最
上

川
か
ら
人
手
と
ト
ロ
ッ
コ
で
土
砂

を
運
び
、
５
年
の
歳
月
を
か
け
造

成
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
８
年
に

現
在
の
第
一
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
。

し
か
し
、
何
も
な
い
田
ん
ぼ
に
建

て
ら
れ
た
た
め
木
一
本
も
な
く
、

夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
等
、
厳
し

い
教
育
環
境
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
15
年
、
心
配
さ
れ
た
町
民

記
念
樹
を
伐
採
し
な
い
で

進
入
路
の
新
設
が
で
き
な
い
か

長井小学校進入路工事予定図

の
方
々
や
町
会
議
員
な
ど
に
よ
り

新
緑
運
動
が
進
め
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。「
す
ず
か

け
の
小
径
」
な
ど
も
そ
の
時
に
植

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
63
年
、
創
立
１
０
７
周
年

の
歴
史
と
伝
統
、
由
緒
深
い
校
庭

「
長
井
小
慈
愛
の
森
」
へ
寄
せ
ら
れ

た
先
人
た
ち
の
期
待
、
教
育
愛
、

母
校
愛
に
思
い
を
い
た
し
、
こ
こ

に
校
是
を
「
慈
愛
」
と
定
め
る
』

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
長
井
小
進
入
路
新
設
箇

所
の
再
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

考
え
現
計
画
が
最
適
と
考
え
ま
す
。

長井市役所

12
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人　

事

齋さ
い

藤と
う

　
暁あ

け

美み

  

さ
ん 

　
　
　
　
　
　

（
館
町
北
）

土つ
ち

屋や

　
正ま

さ

人と 　
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
中　

道 

）

菊き
く

地ち

　
と
く

  

さ
ん 

　
　
　
　
　
　

（
五
十
川
）

平
た
い
ら

　
　
忠

ち
ゅ
う

一い
ち

　 さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
あ
ら
町 

）

安あ
ん

藤ど
う

　
邦く

に

子こ  　
さ
ん 

　
　
　
　
　

（
時　

庭
）

吉よ
し

田だ

　
芳よ

し

弘ひ
ろ

　  さ
ん 

　
　
　
　
　

（
片
田
町
）

◎請願の提出期限は、11月８日(木)の予定です。

◎すべての会議を傍聴できます。正式な日程は、市議会の

　ホームページなどでご確認ください。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の
対
策

を
求
め
る
意
見
書

　

食
糧
自
給
率
の
さ
ら
な
る
低
下

が
不
安
視
さ
れ
る
な
か
、
農
家
の

生
産
意
欲
と
品
質
向
上
へ
の
努
力

に
大
き
な
役
割
を
担
う
「
種
子
」

の
安
定
確
保
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
り
ま
す
。

　

試
験
場
等
の
取
り
組
み
が
後
退

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
予
算
措
置

等
の
確
保
を
行
う
こ
と
、
地
域
の

共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」
を
民

間
に
委
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水

産
大
臣

質問内容などを市のホームページで事前にお知らせしていま

す。インターネットによる議会中継も実施しています。パソ

コンのほか、スマートフォンやタブレット端末でも視聴でき

ます。ぜひご覧ください。

議会傍聴にお越しください

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対
し
、
安

全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー
を
求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
運
転

者
と
利
用
者
を
仲
介
し
、
第
二
種

免
許
を
保
持
し
な
い
一
般
の
運
転

者
が
自
家
用
車
を
用
い
て
有
償
で

旅
客
運
送
を
行
う
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
」
の
容
認
を
求
め
る
動
き
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
導
入
さ
れ
無

秩
序
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

路
線
バ
ス
、
鉄
道
を
含
め
た
地
域

公
共
交
通
に
大
き
な
混
乱
を
も
た

ら
す
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

道
路
運
送
法
等
を
遵
守
し
、
安
全

確
保
の
た
め
に
コ
ス
ト
を
か
け
、

安
全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
の
存
続

を
脅
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

13

２
名
の
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
同
意

４
名
の
市
政
功
労
者
の

表
彰
に
同
意
同
意

請　

願

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の
対

策
を
求
め
る
請
願

　
（
請
願
者
　
置
賜
農
民
連

　
　
　
　
会
長 
小
林 
茂
樹
氏

　
長
井
市
農
民
連 　

　
　
　
会
長 
遠
藤 
重
夫
氏
）

採 

択

11月

2120 22 23 24

文教
招集告示

常任委員会協議会

厚生 産業・建設

26 28

1

3 4 5 6 7 8

9

11

12月

12 13 14 15 16 17

10

18

25

19

議会運営

委員会

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

予算

本会議（開会）

予算特別委員会

次回　12月定例会の予定

29 30

全員協議会

27

2

総務

本会議

（一般質問）

文教 厚生 産業・建設

常 任 委 員 会

予算

特別委員会

本会議

（表決・閉会）

土金木水火月日

常任委員会協議会

総務

常任委員長会

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

特別委員会

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対
し
、

安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー
を
国
に

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
（
請
願
者
　
山
形
県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

　
　
　
　
会
長 
石
川 
康
夫
氏

　
全
国
自
動
車
交
通
労
働
組
合
連
合
会

   
山
形
地
方
本
部
執
行
委
員
長

                          
遠
藤 
栄
二
氏
）

意
見
書

採 

択



意見・提言・要望・質問等 回　　答

　生涯学習プラザの雨漏りや冷房設
備の更新についてどのように考えて
いるのか。新しい施設の建設だけで
なく、既存の施設も改修すべきでは
ないか。

　既存の施設の改修に関しては、生涯学習プラザだけでなく、交流
センターふらりや各地区公民館などもあるので、担当部署と協議し
たいと考えています。

　住民票等のコンビニ交付について、
伊佐沢地区と西根地区にはコンビニ
が無いのでコンビニ以外、例えば郵
便局で交付できないのか。

　郵便局での公的証明書の交付については、全国でも一部地域で実
施され、市も現在模索しています。ただ、郵便局では、専用端末を
置く場所は提供していただけるのですが、設備費用等については市
の負担となるため、検討を始めたという状態のようです。

　保育園の資料には、保育料が第２
子は半額、第３子以降は無料と記載
されているが、保育園等に２人以上
入っていないと該当しないという記
載がなく、わかりにくい。年齢が離
れても第３子を無料にしてほしい。

　わかりづらい表現には注釈をつける事が必要だと思います。兄
弟、姉妹で年齢が離れていても第３子以上を無料とすることについ
ては、今後議会の中で話し合いをしていきたいと思います。

　道の駅の来客人数、売上の内容に
ついて、議員はしっかり検証してい
るのか。議員は市民のためにしっか
りチェックをしてほしい。

　来客数は、当初目標である18万５千人を大きく上回り、50万人を
超えていると報告を受け、議会としては健闘しているとみています。
売上は４億２千万円で、初年度目標の２億５千万円と比較すれば良
い数字だと思います。品目としては、お惣菜、さくらんぼ、トマト
の売上が良いという内容でした。売上を伸ばすことにより、指定管
理料を少なくしていければと思っています。

　ヤマダ電機から桜大橋までの桜づ
つみは地域住民の植樹等で整備され
たが、周辺の草刈り等の管理が１回
もされていない。今回の河川緑地の
公園整備も、当初から維持管理の計
画を市と住民で検討する必要がある
と思う。

　豊田地区・中央地区の川まちづくり事業とフットパス事業につい
て、市民の協力を得ながら、維持管理を考えていきます。

　長井駅周辺の新市庁舎建設に伴い、
駅の西側から庁舎に通じる道路を望
むが、どのようになっているのか。

　市は将来的に百間道路、駅西側から市庁舎へ来られるような工夫
が必要だと感じているようですが、具体的に議会には示されていま
せん。

　新市庁舎について、市議会でさま
ざまな問題を掘り起こして、使い勝
手の良い施設にしてほしい。予算的
にはどのくらい膨れ上がるのか心配
だ。長井市のように小さな市では大
事業なので、市民に見えるように市
議会として取り組んで欲しい。

　市庁舎等建設調査特別委員会で作成した提言書を市議会として市
に提出しましたので、その提言書を踏まえた形で設計がなされるも
のと考えています。また、予算についても青天井にならないように、
資料や一般質問で状況を確認するなど目を光らせていきます。

平成 30 年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第123号〉

会場の状況（致芳地区）

意
見
交
換
会
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

        

（
電
話　

87
―
０
８
１
２
）

※いただいた意見等を要約して掲載しています。回答は会場でお答えした内容ですが、一部各担当課と協議

　のうえまとめています。

　９月定例会の一般質問で、各地区の公民館やコミュニティセ
ンターのエアコンや洋式トイレについて、早い段階で完備できる
よう、設置状況や費用等を精査すると市長から答弁を得ていま
す。

　最上川堤防の除草は年２回行われ、桜づつみ周辺は状況に応じ

て除草しています。

会場の状況（平野地区）
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平成 30 年 11 月１日発行〈第123号〉  ながい市議会だより

～さらなる市民参加と開かれた議会を目指して～　

第７回市民と市議会との意見交換会

　７月17日から26日に第７回市民と市議会との意見交換会を開催しました。

　市議会では議会の活性化と情報公開に向けて活動しており、このたびの意見交換会でも、３月、

６月定例会の審議内容を中心に、議会で考えている課題などについて説明や報告をさせていただ

きました。

　市民の皆さんからは、暮らしの課題や要望、ご意見を数多くいただき感謝申し上げます。

１．開　催　状　況

2.　意見・要望等（概要）

対象地区 会　場 開催日 参加人数 班

伊 佐 沢 地 区 伊佐沢地区公民館 ７月17日（火） 12 人 1 班

中 央 地 区 交流センターふらり ７月18日（水） 13 人 1 班

致 芳 地 区 致芳コミュニティセンター ７月18日（水） 15 人 2 班

西 根 地 区 西根コミュニティセンター ７月19日（木） 7 人 2 班

平 野 地 区 平野コミュニティセンター ７月25日（水） 15 人 3 班

豊 田 地 区 豊 田 地 区 公 民 館 ７月 26 日（木） 2 人 3 班 ◎は班代表者。議長（渋谷佐輔）

は全ての班を統括する。

意見・提言・要望・質問等 回　　答

　４月の地区長委嘱状交付式で、市の管理

職紹介があったが、女性幹部職員が一人も

いなかった。時代に遅れ、閉鎖的な印象を

受けた。議会としてどのように考えるか。

　優秀な人材はいますが、人事権は市長にあります。議会で

提案することはできますが、決定するのは市長になります。

いずれにしても、男女共同参画については社会全体で考えて

いく必要があるものと考えます。

　バブル崩壊以来、国も地方も景気が冷え

込んでいる。必要な公共施設整備にあたり、

かつての財政難の時代を振り返るとき、議

会として将来の長井市の見通しをどう考え

るか。

　長井市の中期財政見通しでは、実質公債費比率 11.2％（H30）

から 14.1％（H34）、地方債残高 145 億 3,200 万円～ 200 億円

（H34）の見通しで、当面の財政については健全に推移する

と当局から説明受けています。

ご質問、ご意見にお答えします

班 担当議員

1

班

◎安部　隆、宇津木正紀、

　鈴木富美子、小関秀一、

　五十嵐智洋

2

班

◎蒲生光男、浅野敏明、

　金子豊美、渡部秀樹、

　赤間泰広

3

班

◎町田義昭、内谷邦彦、

　平　進介、今泉春江、

　梅津善之

意
見
交
換
会

会場の状況（伊佐沢地区） 会場の状況（中央地区）
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平成 30 年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第123号〉

この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

　

た
び
重
な
る
大
型
台
風
の
襲
来
や

震
度
７
の
地
震
が
北
海
道
で
発
生
す

る
な
ど
、
予
想
を
超
え
る
災
害
が
起

き
た
９
月
。
防
災
に
対
す
る
市
民
の

関
心
が
深
ま
る
中
、
防
災
ラ
ジ
オ
屋

外
拡
声
装
置
を
設
置
す
る
予
算
が
可

決
さ
れ
、
災
害
に
対
す
る
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
場
に
萩

の
花
を
飾
り
、
熱
中
症
対
策
と
し
て

「
長
井
の
水
」
を
準
備
す
る
等
、
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
方
々
に
分
か
り
や

す
い
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｋ
）

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
（
８
７
）
０
８
１
２

鈴木富美子 　　　 内谷邦彦　　 ○平　進介

　浅野敏明　　◎渡部秀樹　　　金子豊美　　

　　　　　　　　（◎委員長　〇副委員長）
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お
す
す
め
の
風
景
は
、

県
指
定
文
化
財
「
丸
大
扇

屋
」
の
紅
葉
で
す
。

　

一
歩
邸
内
に
入
る
と
、

幕
末
か
ら
明
治
、
大
正
に

か
け
て
の
商
家
の
暮
ら
し

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ぜ
ひ
一
度
散
策
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

丸
大
扇
屋
の
紅
葉

わ

だ

い

三国志

おすすめの風景

編

集

後

記

　

市
庁
舎
等
建
設
調
査
特
別
委
員
会
で
、

７
月
23
日
に
「
新
市
庁
舎
建
設
基
本
設

計
に
係
る
提
言
書
」
、
10
月
15
日
に
は

「
新
市
庁
舎
建
設
実
施
設
計
に
係
る
申

入
書
」
を
市
当
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
、「
は
じ
め
て
で
も
利
用
し
や
す

く
分
か
り
や
す
い
、
親
し
み
の
あ
る
庁

舎
」
「
機
能
的
・
効
率
的
な
庁
舎
」
「
安

全
・
安
心
な
庁
舎
」「
環
境
に
や
さ
し
く
、

ま
ち
の
景
観
と
調
和
し
た
庁
舎
」
「
議

会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
庁
舎
」
の
５

項
目
を
中
心
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で

す
。

　

今
後
は
実
施
設
計
の
内
容
や
事
業
費

等
を
調
査
す
る
と
共
に
、
公
共
複
合
施

設
建
設
な
ど
他
の
公
共
施
設
整
備
に
つ

い
て
も
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
提
言

書
・
申
入
書
を
市
長
に
提
出

置賜三市議会で議員研修交流会を開催市民バス 1カ月定期が千円になりました

　８月17日、置賜三市議会議員交流研修会が長井

市（タス）を会場に、米沢、南陽、長井の市議会

議員等、約60名が参加して開催されました。講師

には全国市議会議長会政務第一部長の目黒宏康氏

をお迎えし「地方行財政をめぐる現状と課題」に

ついてご講演をいただきました。

　10月20日から１カ月のフリー定期券が千円とな

り、市営バスの車内でも購入できるようになりま

した。これは「持参人式定期券」で、定期券を持

参した方は誰でも使えるものです。有効期間は１

日から月末までの月極めとなりますのでご注意下

さい。
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